
   

平成 30 年 2 ⽉ 9 ⽇ 
中部地⽅整備局 

 

堀川（五条橋地区）の１００㎜/h 安⼼プランの登録証伝達式を⾏います 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．伝達式 
（１）⽇ 時  平成３０年２⽉１３⽇(⽕) 午後４時３０分から 
（２）場 所  市役所本庁舎２階 第１会議室（中区三の丸三丁⽬１番１号） 
（３）参加者  国⼟交通省中部地⽅整備局 塚原浩⼀局⻑ 

名古屋市 河村たかし市⻑ はじめ５名 
（４）内 容  「１００㎜/ｈ安⼼プラン」登録証の伝達 
 
２．今回登録された計画の概要 ＜別紙１＞ 
（１）計画名称 ⽔防災意識社会再構築ビジョンに基づく名古屋都⼼域豪⾬対策推進プラン 
（２）対象地域 堀川上流域および名古屋駅周辺 
（３）主な取組 ・河川事業として堀川五条橋地区の河川整備 

・緊急⾬⽔整備事業として進めている⾬⽔貯留施設の整備や⾬⽔ポンプ所
の新設及び⾬⽔ポンプの増強 

（４）実施効果 堀川上流域の浸⽔の低減および名古屋駅周辺の地下空間への浸⽔を解消 
 
３．制度の概要＜別紙２＞ 

１００㎜/ｈ安⼼プランは、いわゆる「ゲリラ豪⾬」に対し、河川管理者及び下⽔道
管理者による河川と下⽔道の整備に加え、住⺠（団体）や⺠間企業等の参画のもと、浸
⽔被害の軽減を図るために実施する取組を定めた計画です。策定主体は市町村および河
川管理者、下⽔道管理者等とし、⽔管理・国⼟保全局⻑において登録を⾏い、登録され
た事業については、交付⾦の重点配分等の⽀援を受けられます。 

 
４．その他 

伝達式冒頭より撮影等可能 
 
５．配布先 

中部地⽅整備局記者クラブ 

 

 名古屋市から申請された｢⽔防災意識社会再構築ビジョンに基づく名古屋都
⼼域豪⾬対策推進プラン｣が 1 ⽉ 31 ⽇に「100mm/h 安⼼プラン」に登録さ
れました。 

2 ⽉ 13 ⽇に名古屋市役所において国⼟交通省中部地⽅整備局⻑から名古屋
市⻑への「100mm/h 安⼼プラン」登録証伝達式を開催します。 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省中部地方整備局 

河川部 地域河川課 課長補佐 樫野
か し の

 誠
まこと

 

TEL (052)953-8257（直通） FAX (052)953-8312 

建政部 都市整備課 課長補佐 黒田
く ろ だ

 英
ひで

伸
のぶ

 

TEL (052)953-8573（直通） FAX (052)953-8605 
参考：名古屋市においても同様発表をしています。 

名古屋市ＨＰ：http://www.city.nagoya.jp/ryokuseidoboku/page/0000102227.html 



［計画名称］水防災意識社会再構築ビジョンに基づく名古屋都心域豪雨対策推進プラン
【愛知県名古屋市】

○堀川流域および名古屋駅周辺では、過去から多く
浸水被害に見舞われ、平成12年9月の東海豪雨では、
床上185戸、床下2677戸の浸水被害が発生

○近年、局所的豪雨が顕在化し、甚大な水害が多発
愛知県における時間雨量50mm以上の発生回数は、
・S52～H 8の20年間での発生回数は5回
・H 9～H28の20年間での発生回数は11回 →2.2倍
（観測地点：名古屋地方気象台）

○名古屋駅周辺ではリニア中央新幹線開業を見据え
都市機能が集積（地下空間も拡大）

⇒頻発する局所的豪雨に対して早急な治水対策が必要

流域の概要
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H12.9.12（東海豪雨）
床上浸水 185戸
床下浸水 2677戸

新規貯留管等の整備

護岸改修・河床掘削

下水道管の改修

三階橋ポンプ所の増強

広川ポンプ所の新設

名駅前ポンプ所の増強

凡 例

浸水範囲（東海豪雨）

河川

流域界

河川事業

下水道事業

雨水調整池
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H25.9.4  堀川状況

浸水被害の概要

【浸水被害の主な要因】

○頻発する集中豪雨により、浸水に対する危険度が増大

○下流から河川改修を進めているが、全川が完了するま
では時間を要するため、中上流部で排水が困難

○名古屋駅周辺は標高が低く雨水が集まりやすい

⇒広域的な治水対策を関係機関が一体となり効果的に
組合せ推進する必要がある

名古屋市内の流出抑制を推進するため、関係部局か
らなる「名古屋市雨水流出抑制推進会議」を設置し、
関係機関が対策を実施

○河川・下水道
・河川改修
・雨水貯留施設の整備、
雨水ポンプ所の新設・増強、下水道管の改修

○流域対策
・特定都市再生緊急整備地域内における雨水流出抑制施設設置の推進
・公共施設、開発事業者による雨水流出抑制施設の整備
・道路、公園等における透水性舗装及び浸透雨水桝の設置

○危険情報周知、水防活動
・雨量、河川水位、道路,河川のカメラ画像等の提供 ・ハザードマップ（内水・外水）全戸配布
・名古屋駅地下街を対象にした水位周知下水道の指定
・名古屋市防災アプリによる現在位置の想定浸水深・避難所を可視化
・各区で市民と行政が一体となった「総合水防訓練」等の実施

関係機関が対策を実施することにより、対象降雨に対する堀川上流域の浸水を低減するとともに、名古屋駅
周辺の地下空間への浸水を解消する。

取組内容

取組効果

スマホアプリによる情報貯留施設の整備河川改修

itou-k85ai
テキストボックス
＜別紙１＞



～１００㍉／h安心プラン～100mm/h安心プランの概要

従来の計画降雨を超える、いわゆる「ゲリラ豪雨」に対し、住民が安心して暮らせるよう、関係分野の行政機関が役
割分担し 住民(団体)や民間企業等の参画のもと 住宅地や市街地の浸水被害の軽減を図るために実施する取組割分担し、住民(団体)や民間企業等の参画のもと、住宅地や市街地の浸水被害の軽減を図るために実施する取組
を定めた計画を「100mm/h安心プラン」とする。
策定主体は市町村および河川管理者、下水道管理者等とし、水管理・国土保全局長において登録を行う。

登録した地域について、流域貯留浸透事業の交付要件を緩和することにより、計画的な流域治水対策の推進を図る。

基本方針ハード対策 参画団体

地方公共団体●対象地域
河川事業および下水道事業が実施されている住宅
地や市街地の浸水被害を軽減を図る地域

●計画策定主体 策定について

録 域 、流域貯留浸 事業 要件を緩和す り、 流域治 策 推 を 。

国による支援

推進体制
（協議会等の設置）

ソフト対策 役割分担

「１００㍉／h安心プラン策定」

住民 企業等
市町村・河川管理者・

●計画策定主体
市町村および河川管理者、下水道管理者（必須）
住民(団体)や民間企業等（任意）

策定について
アドバイス

貯留・調節施設 浸透ます

申請書作成・提出

住民・企業等
市町村 河川管理者

下水道管理者

水管理 国土保全局長

河川改修 校庭貯留

１００㍉／h安心プラン 登録

期待される効果

水管理・国土保全局長
による登録

１００㍉／h安心プラン 公表

１００㍉／h安心プランの実施

地域の安全度向上

社会資本整備総合交付金
等による支援

○河川や下水道等の連携により一層の
効果的な整備が可能

○登録、公表等により一層の整備推進
等が見込まれる 流域貯留浸透事業の交地域の安全度向上
○住民等の参加により、地域の防災へ
の意識が高まる

流域貯留浸透事業の交
付要件緩和による支援

評価・プランの見直し 下水道浸水被害軽減総
合事業による支援

itou-k85ai
テキストボックス
＜別紙２＞
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